
   （１９９８年９月２５日） 号外 

Job.  

新着図書(1998年７月受け入れ分) ２歴史 

０総記・全集 関曠野「歴史の学び方について―『近現代史論争』

の混迷を超える」◆紀平英作他「世界の歴 小林康夫他編「新･知の技法」◆W･イーザー「行

為としての読書―美的作用の理論」◆吉川弘之他

「文化としての20世紀 東京大学公開講座64」◆

矢内原忠雄「土曜学校講義１～10」◆「丸山眞男

座談４･５･７」◆「家永三郎集８」◆「福田歓一

著作集６」◆沼田裕之他「教養の復権」◆田中裕

「ホワイトヘッド―有機体の哲学」◆「森有正全

集１～14･補巻」◆田島裕「法律情報の検索と論

文の書き方」◆W･スティード「理想の新聞」◆「丸

山眞男講義録３」   

史23 アメリカ合衆国の膨張」◆秦郁彦「現代史

の争点」◆荒川秀俊他「災害」◆藤岡謙二郎 

他「国土」◆海原徹「学校」◆高橋善七「通信」

◆小和田哲男「武将」◆高橋富雄「将軍」◆外山

三郎「海軍」◆安藤英男編「頼山陽日本政記」◆

同「頼山陽傳」◆同「頼山陽文集」◆同「頼山陽

通議」◆同「頼山陽選集」◆同「頼山陽品行論」

◆王勇「唐から見た遣唐使―混血児たちの大唐帝

国」◆田中卓「日本国家の成立と諸氏族２」◆黒

田俊雄「日本中世の国家と宗教」◆森茂暁「南北

朝期公武関係史の研究」◆内藤耻叟「徳川十五代

史１～６」◆吉見義明他編著「共同研究日本軍慰

安婦」◆吉見義明編集･解説「従軍慰安婦資料集」

◆吉田裕「新装版 天皇の軍隊と南京事件―もう

ひとつの日中戦争史」◆安井三吉「廬溝橋事件」

◆小村弌「図説新潟県の歴史」◆本多隆成他「静

岡県の歴史」◆中村義編「新しい東アジア像の研

究」◆溝口雄三「方法としての中国」◆J･スペン

ス「フォトドキュメント中国の世紀」◆川勝義雄

「中国人の歴史意識」◆池田誠他「図説中国近現

代史 新版」◆J･K･フェアバンク「中国 上」◆

姫田光義他「中国近現代史 上」◆今井駿「中国

革命と対日抗戦―抗日民族統一戦線史研究序説」

◆H･E･ソールズベリー「長征―語られざる真実」

◆石島紀之「中国抗日戦争史」◆ベトナム戦争の

記録編集委員会編「ベトナム戦争の記録」◆A･エ

ロン「エルサレム―記憶の戦場」◆「カレイスキ

ー―旧ソ連の高麗人」◆M･オズーフ他編「フラン

ス革命事典１」◆スタインバーグ他編「ロマーノ

フ王朝滅亡―革命期の政治の夢と個人の苦闘」◆

吉本隆明「アフリカ的段階について―史観の拡

張」◆片山正人「南アフリカ独立戦争史」◆L･M･

トンプソン「南アフリカの歴史 新版」◆野村達

朗他編「アメリカ合衆国の歴史」◆大西直樹「ピ

ルグリム･ファーザーズという神話―作られた

『アメリカ建国』」◆高橋均「ラテンアメリカの

歴史」◆H･アレント「暗い時代の人々」◆森護「紋

章学辞典」◆鈴木由紀子「闇はわれを阻まず―山

本覚馬伝」◆日本図書センター「人間の記録41～

60」◆ハル･松方･ライシャワー「絹と武士」◆入

１哲学・宗教 

務臺理作「哲学概論」◆野家啓一他編「岩波新･

哲学講義２･６」◆山内得立「意味の形而上学」

◆西順蔵編「原典中国近代思想史１～６」◆溝口

雄三他「中国という視座」◆安井三吉他「孫文･

講演『大アジア主義』資料集」◆F･シャトレ編「西

洋哲学の知１～８」◆B･ラッセル「西洋哲学史１

～３」◆田中美知太郎訳「プラトン全集４」◆E･

アディッケス「カントと物自体」◆J･カラー「デ

ィコンストラクション１･２」◆田澤拓也「ムス

リム･ニッポン」◆浄土真宗教学研究所「講座蓮

如１～６」◆J･ヒック「神は多くの名前をもつ―

新しい宗教的多元論」◆J･カボー「シモーヌ・ヴ

ェーユ最後の日々」◆M･メルロ＝ポンティ｢見え

るものと見えないもの｣◆同｢シーニュ２｣ ◆同

「眼と精神」◆同「知覚の現象学１･２」◆A･J･

エイヤー「ウィトゲンシュタイン」◆E･エティン

ガー「アーレントとハイデガー」◆ハイデッガー

「ツォリコーン・ゼミナール」◆J･シュヴァリエ

「ベルクソンとの対話」◆A･モーロワ「アラン」

◆D･パーフィット「理由と人格―非人格性の倫理

へ」◆子安宣邦「江戸思想史講義」◆R･モンク「ウ

ィトゲンシュタイン１･２」◆C･キュエノ「テイ

ヤールの生涯１･２」◆A･ヤッフェ編「ユング自

伝１･２」◆V･E･フランクル「死と愛―実存分析

入門」◆S･ヴェーユ「カイエ２～４」◆H･H･ロー

リー「死海巻物と聖書」◆山崎正一他「あなたの

哲学」◆T･W･アドルノ「キルケゴール―美的なも

のの構築」◆「カール･バルト著作集２･３･14･16」 
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江為年監修「入江相政日記１～６･関連資料集」

◆宇垣一成文書研究会編「宇垣一成関係文書」◆

「高橋是清伝」◆尾崎護「低き声にて語れ―元老

院議官神田孝平」◆「猪木寛至自伝」◆ ＮＨＫ

取材班「毛沢東とその時代」◆M･セン「インド盗

賊の女王プーラン･デヴィの真実」◆陳芳明「謝

雪紅･野の花は枯れず―ある台湾人女性革命家の

生涯」◆「ギボン自伝」◆工藤美代子「悲劇の外

交官―Ｈ･ノーマンの生涯」◆「ある思想史家の

回想―アイザィア・バーリンとの対話」◆蔡徳金

編「周仏海日記」◆須田禎一「風見章とその時代」

◆小山文雄「陸羯南―『国民』の創出」◆上横手

雅敬「日本中世政治史研究」◆日本歴史学会編「明

治維新人名辞典」◆J･オリユー「タレラン伝 上

下」◆J･クリステヴァ「プルースト―感じられる

時」◆鈴木由紀子「夢のかたち―『自分』を生き

た13人の女たち」◆木畑洋一他「岩波講座世界歴

史 24」◆「ユルゲン･クチンスキー回想録1945－

1989―正統派の異端者」◆宮崎市定「謎の七支刀

―五世紀の東アジアと日本」◆I･モンタネッリ

「ローマの歴史」◆愛宕松男「モンゴルと大明帝

国」◆梶川伸一「ボリシェヴィキ権力とロシア農

民―戦時共産主義下の農村」◆重久篤太郎「明治

文化と西洋人」◆三扶誠五郎編「復刻新発田年譜」

◆蜷川壽恵「学徒出陣―戦争と青春」◆近藤治「現

代南アジア史研究―インド･パキスタン関係の原

形と展開」◆C･シュッデコプフ「ナチズム下の女

たち―第三帝国の日常生活」◆野田宣雄編「よみ

がえる帝国―ドイツ史とポスト国民国家」◆G･バ

ラクラフ「現代史序説」 

Beattie, Keith, The Scar That Binds Ameri- 
can Culture and the Vietnam War; Keene,  

Donald, One Hundred Sacks of Rice: A Stage
Play. 

３社会科学 

中西輝政「国まさに滅びんとす―英国史にみる日

本の未来」◆王曙光他「最新教科書現代中国」◆

P･F･ドラッカー「未来への決断―大転換期のサバ

イバル･マニュアル」◆吉岡金市他編「森近運平

研究基本文献 上下」◆横山宏章「中国近代政治

思想史入門」◆「孫文選集１～３」◆藤井昇三他

「孫文と毛沢東の遺産」◆西村成雄「中国ナショ

ナリズムと民主主義―二〇世紀中国政治史の新

たな視界」◆J･M･ブキャナン「行きづまる民主主

義―公共選択の主張１」◆ H･アーレント「全体

主義の起源１～３」◆毛里和子「現代中国政治」

◆L･リー「スターリン極秘書簡―モロトフあて･1

925年－1936年」◆宇賀克也「情報公開法の理論」

◆宮田律「イスラム紛争の深層」◆加々美光行「知

られざる祈り―中国の民族問題」◆可児弘明他編

著「民族で読む中国」◆臼杵陽「見えざるユダヤ

人―イスラエルの〈東洋〉」◆小岸昭「マラーノ

の系譜」◆森山優「日米開戦の政治過程」◆ラテ

ィモア「中国と私」◆木村晋介他「二十歳の法律

ガイド 新版補訂版」◆早川光郎他「岩波講座現

代の法４」◆家永三郎「日本近代憲法思想史研究」

◆粟屋憲太郎「東京裁判論」◆堤清二「消費社会

批判」◆シュムペーター「資本主義･社会主義･民

主主義」◆L･ワルラス「純粋経済学要論―社会的

富の理論」◆斎藤光男「国民経済計算」◆アジア

開発銀行編「アジア変革への挑戦」◆星野郁「ユ

ーロで変革進むＥＵ経済と市場―21世紀に向け

た欧州の構造改革」◆P･クルーグマン「脱『国境』

の経済学―産業立地と貿易の新理論」◆S･オスト

リー他「テクノ･ナショナリズムの終焉―テクノ･

グローバリズムと国際経済統合の深化」◆田中素

香他「ゼミナールＥＣの財政と経済政策」◆村木

孜「日本人の金融資産選択―バブルの経験とビッ

グバンの影響」◆小川一夫他「資産市場と景気変

動―現代日本経済の実証分析」◆日本証券経済研

究所「ＥＵの金融・証券市場統合と通貨統合―そ

の法的枠組」◆中川辰洋「ゼミナールＥＣ通貨･

金融統合と資本市場」◆吉田和男「金融改革と日

本経済―ビッグバンによる日本経済の再生」◆相

沢幸悦「ＥＣの金融統合」◆今井澂「図解投資信

託革命」◆相沢幸悦編著「ＥＣ通貨統合の展望」

◆R･ハッセ「ＥＭＳからＥＣ中央銀行へ」◆M･モ

ンティ「ＥＵ単一市場とヨーロッパの将来―モン

ティ報告」◆嘉治左保子「欧州経済通貨同盟」◆

佐久間潮他「欧州単一通貨ユーロのすべて」◆藤

井良広「通貨崩壊―大乱期の円･ドル･マルク」◆

R･マッキノン「ドルと円―日米通商摩擦と為替レ

ートの政治経済学」◆島野卓爾「欧州通貨統合の

経済分析」◆田中素香編著「ＥＭＳ：欧州通貨制

度―欧州通貨統合の焦点」◆M･アグリエッタ「通

貨統合の賭け―欧州通貨同盟へのレギュラシオ

ン･アプローチ」◆B･アイケングリーン「 21世紀

の国際通貨制度―二つの選択」◆亀井弘和「図解

『ユーロ』を読む」◆勝悦子「円･ドル･マルクの

経済学―ブレトンウッズ体制50年の実像」◆藤原

豊司「動き出す欧州通貨ユーロ―ドルに対する国

際通貨になるか」◆島崎久彌「欧州通貨統合の政

治経済学」◆H･ミュラー「欧州はユーロでどう変

わるか」◆相沢幸悦「ヨーロッパ単一通貨圏―金

融･資本市場はこう変わる」◆神野直彦「シリー

ズ現代の経済 Pt.２  システム改革の政治経済

学」◆木下滋他編「統計ガイドブック 社会･経

済」◆西川長夫「地球時代の民族＝文化理論―脱

『国民文化』のために」◆S･ハンチントン「文明

の衝突」◆金観涛他「中国社会の超安定システム

―『大一統』のメカニズム」◆I･イリイチ「シャ

ドウ･ワーク―生活のあり方を問う」◆R･ボワイ

エ「第二の大転換―ＥＣ統合下のヨーロッパ経

済」◆B･ロット「ウーマン･ライフ―ジェンダー

はいかにして形成されるか」◆総合女性史研究会

編「日本女性史論集10」◆上原麻子他「岩波講座
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現代の教育11」◆森昭他編「教育名著選集 第１

期４･５」◆日韓歴史教科書研究会編「教科書を

日韓協力で考える」◆朝鮮總督府「朝鮮総督府編

纂教科書」◆オルテガ･イ･ガセット「大学の使命」

◆亀山哲三「南洋学院―戦時下ベトナムに作られ

た外地校」◆綱澤満昭「柳田国男讃歌への疑念―

日本の近代知を問う」◆「柳田國男全集９･14」

◆後藤総一郎「柳田国男論」◆岡本達明編「近代

民衆の記録７ 漁民」◆大濱哲也編「近代民衆の

記録８ 兵士」◆アテナイオス「西洋古典叢書11

 食卓の賢人たち２」◆中村祐悦「白団―台湾軍

をつくった日本軍将校たち」◆文部省「学制八十

年史」◆田中耕太郎「教育基本法の理論」◆井上

久雄「近代日本教育法の成立」◆海後宗臣他「戦

後日本の教育改革１～３･８」 ◆市川房枝他編

「日本婦人問題資料集成１～10」◆長田新「ペス

タロッチー傳  上下」◆久保亘「連立政権の真実」

 ◆F･ノイマン「ビヒモス―ナチズムの構造と実

際」◆T･B･エドソール「争うアメリカ―人種・権

利・税金」◆D･リースマン「孤独な群衆」◆H･ア

ーレント「イェルサレムのアイヒマン―悪の陳腐

さについての報告」◆リン･パン「華人の歴史」

◆ラティモア「中国と私」◆W･ハイゼンベルク「自

然科学的世界像 第２版」◆F･ファノン「アフリ

カ革命に向けて」◆藤原保信他編「西洋政治思想

史２」◆山口昌男「文化の詩学１･２」◆R･P･ド

ーア「学歴社会―新しい文明病」◆B･ドゥーデン

他「家事労働と資本主義 」◆青木保「儀礼の象

徴性」◆S･シュミットハイニー他「金融市場と地

球環境―持続可能な発展のためのファイナンス

革命」◆佐伯啓思「現代日本のリベラリズム」◆

上條俊昭「2010年日本の落日」◆P･リンチ「ピー

ター･リンチのすばらしき株式投資―楽しく学ん

で豊かに生きる」◆天野正輝「教育評価史研究―

教育実践における評価論の系譜」◆D･K･バーンス

タイン他編「子どもの言語とコミュニケーション

―発達と評価」◆小林順子編「21世紀を展望する

フランス教育改革―1989年教育基本法の論理と

展開」◆日本近代教育史料研究会編「教育刷新委

員会･教育刷新審議会会議録12」◆今村令子「教

育は『国家』を救えるか―質･均等･選択の自由」

◆土持ゲーリー法一「新制大学の誕生―戦後私立

大学政策の展開」◆水原克敏「近代日本カリキュ

ラム政策史研究」◆倉沢剛「米国カリキュラム研

究史」◆山田昇「戦後日本教員養成史研究」◆阿

部斉他編「アメリカ研究案内」◆荒川直樹「中国

で製造業は復活する―東芝大連社の挑戦」◆水田

洋「社会思想小史」◆海後宗臣監修「図説教科書

の歴史」◆P･クルーグマン「通貨政策の経済学―

マサチューセッツ･アベニュー･モデル」◆平田潤

編「検証アジア経済」◆西倉高明「基軸通貨ドル

の形成」◆M･ウェーバー「権力と支配」◆H･D･ラ

スウェル「権力と人間」◆岡義武編「現代日本の

政治過程」◆永井陽之助「政治意識の研究」◆C･

E･メリアム「政治権力  上下」◆佐々木毅「マキ

アヴェッリの政治思想」◆W･ウィルソン「議会と

政府―アメリカ政治の研究」◆W･M･ボール「アジ

アの民族主義と共産主義」◆H･キッシンジャー

「アメリカ外交政策の考察」◆同「キッシンジャ

ー秘録１～５」◆E･A･シュワルナゼ「希望」◆外

務省編「緊張緩和外交」◆A･グロムイコ「グロム

イコ回想録―ソ連外交秘史」◆神谷不二「現代国

際政治の視角」◆F･パーキソン「国際関係の思想」

◆H･シュミット「シュミット外交回想録 上下」

◆Z･K･ブジェジンスキー「ソビエト･ブロック―

その統一と対立の歴史」◆J･M･マッキントッシュ

「ソ連外交政策の戦略と戦術」◆東郷文彦「日米

外交三十年―安保･沖縄とその後」◆ M･ブレーカ

ー「根まわし･かきまわし･あとまわし―日本の国

際交渉態度の研究」◆M･S･ヴォスレンスキー「ノ

ーメンクラツーラ―ソヴィエトの赤い貴族」◆ 

M･ゴルバチョフ「ペレストロイカ」◆E･カレール

=ダンコース「崩壊した帝国―ソ連における諸民

族の反乱」◆G･F･ケナン「レーニン、スターリン

と西方世界―現代国際政治の史的分析」◆神谷不

二教授還暦記念論集刊行委員会「冷戦期の国際政

治」 

Aughterson,  Kate ed.,  The English Renais- 
sance:  An Anthology of Sources  and  Docu- 
ments;  Levy,  Peter  B.,  The Civil Rights
Movement;  Zophy, Angela  Howard, Handbook
of American Women's History. 

４自然科学 

吉川弘之他「現代幸福論」◆K･R･ポパー「フレー

ムワークの神話―科学と合理性の擁護」◆J･ニー

ダム「中国の科学と文明１～８」◆F･ダゴニェ「バ

イオエシックス―生体の統御をめぐる考察」◆F･

シャベコフ「環境主義―未来の暮らしのプログラ

ム」◆加藤尚武「二十一世紀のエチカ―応用倫理

学のすすめ」◆同「バイオエシックスとは何か」

◆D･リンドバーグ「神と自然―歴史における科学

とキリスト教」◆宇沢弘文「算数から数学へ」◆

牧野和孝「鉱物資源百科辞典」 

５技術 

竹内啓「高度技術社会と人間」◆星野芳郎「先端

技術の根本問題」◆伊藤章治「現場が語る環境問

題―四日市、アジア、そして地球サミット」◆佐

和隆光編「地球文明の条件」◆小原秀雄監修「環

境思想の系譜１～３」◆武内和彦他編「岩波講座

地球環境学６」◆中西準子「環境リスク論―技術

論からみた政策提言」◆今泉みね子「ドイツを変

えた10人の環境パイオニア」◆植田和弘他「環境

政策の経済学」◆竹内和彦「環境創造の思想」◆

牧野二郎「市民力としてのインターネット」◆D･

ホロウェイ「スターリンと原爆 上下」◆不破敬

一郎編「地球環境ハンドブック」◆長沢光男「エ
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ネルギーのしくみと不思議―原子力、ＬＮＧから

次世代エネルギーまで」◆中原英臣他「環境ホル

モン汚染―人類は静かに滅亡へと向かう」◆北野

大他「人間･環境･地球 第２版―化学物質と安全

性」 

６産業 

市村玖一「新潟県農民運動史」◆通商産業省編「通

商白書  平成10年版 総論･各論」 

７芸術 

樋口隆康監修「故宮博物院12」◆W･ウェーバー「音

楽と中産階級―演奏会の社会史」◆長木誠司「第

三帝国と音楽家たち」◆鳥越文蔵他編「岩波講座

歌舞伎･文楽６」◆ユネスコ世界遺産センター監

修「ユネスコ世界遺産13」 

. 

８言語 

相原茂他「中国語入門Ｑ＆Ａ１０１」◆同「中国

語学習Ｑ＆Ａ１０１」◆丁秀山「Ｑ＆Ａあなたの

疑問にこたえる中国語百問百答」◆寺島隆吉「シ

リーズ英語音声への挑戦１～６」◆P･リクール

「生きた隠喩」 

９文学 

森谷安子「悲母―あの子は満州の土になった」◆

原百代「武則天 上中下」◆上田利夫「夜学―こ

ころ揺さぶる『学び』の系譜」◆須賀敦子「遠い

朝の本たち」◆「新編日本古典文学全集57 太平

記４」◆藤井省三編「現代中国短編集」◆「吉川

幸次郎全集９」◆J･ミシェル「シェイクスピアは

どこにいる？」◆J･キャロル･オーツ「愛の車輪」

◆同「贅沢な人びと」◆G･ド･ロリス他「薔薇物

語」◆J･K･ユイスマンス「彼方」◆D･ラ･ロシェ

ル「1945：もうひとつのフランス１～３･６～８･

別巻１」◆「ネルヴァル全集２･５」◆「サド全

集10」◆「フローベール全集１～10･別巻１」◆

劉賓雁「劉賓雁自伝―中国人ジャーナリストの軌

跡」◆S･スペンダー「エリオット伝」◆中村健之

介「ドストエフスキー―作家の誕生」◆M･C･ブラ

ッドブルク「歴史のなかのシェイクスピア」◆青

山誠子「シェイクスピアの民衆世界」◆M･ガーバ

ー「シェイクスピアあるいはポストモダンの幽

霊」◆星野富弘「愛、深き淵より」◆同「かぎり

なくやさしい 花々」◆木下順二編「森有正対話

篇１･２」◆玉泉八州男編「エリザベス朝演劇の

誕生」◆辻由美「カルト教団太陽寺院事件」◆亀

井秀雄他「朝天虹ヲ吐ケリ―志賀重昴日記」◆坂

東浩司「詳述年表ラフカディオ･ハーン伝」◆S･

スロヴィック「アメリカ文学の〈自然〉を読む―

ネイチャーライティングの世界へ」◆久守和子他

編著「たのしく読める英米女性作家」◆A･ポラー

ド「風景のブロンテ姉妹」◆「竹友藻風選集１･

２」◆「平田禿木選集４･５」◆「平田禿木から

福原麟太郎への手紙」◆「ネルヴァル全集３」◆

「吉川幸次郎全集10」◆「新日本古典文学大系95

 上方歌舞伎集」   

The Novels and Tales of Henry James  1～26;
The Works of Thomas Wolfe 1～15; The Works 
of John  Dos Passos 1～17; The  Collected  
Works of Ambrose Bierce 1～12; The Writings
of  Harriet Beecher Stowe  1～16; The Works
of Jack London 1～24+1; The Poetical  Works
of Robert Browning; Peach, Linden ed., New 
Casebooks: Toni Morrison. 
 

寄贈図書 

０総記 

富山県立図書館「基督教関係図書目録―『基督教

文庫』と関連書」 

１哲学･宗教 

聖書図書刊行会「聖書語句事典」◆黒崎幸吉「新

約聖書語句索引（希－和）･（和－希）」    

２歴史 

藤田富士夫「縄文再発見―日本海文化の原像」 

Allen,  Fredrick  Lewis,  The  Big Change: 
America Transforms Itself 1900-1950;  
Keene, Donald 訳(山本有三原作) One Hundred
Sacks of Rice: A Stage Play.         

３社会科学 

鷹澤昭一他編「敬和学園その歩み―創立30周年記

念」◆粟田賢三他「岩波講座現代１～14･別巻２」

◆立教学院「立教学院125年史 資料編２」 

９文学 

日本ロレンス協会編「D･H･ロレンスと現代」    

Swift, Jonathan, Gulliver's Travels;  

Hawthorne, Nathaniel, The  House of the 
Seven Gables; Stowe, Harriet Beecher, Uncle
Tom's  Cabin;  Bronte,  Emily,  Wuthering  
Heights; Zola, Emile, Nana; Polo, Marco, 

The Travels of Marco Polo. 


